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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単品メニューの組合せからなるセットメニューを扱うことが可能なＰＯＳシステムにお
いて、前記ＰＯＳシステムは、店員からの操作を受付ける操作部と、各種情報を印字する
印字部と、前記セットメニューと前記単品メニューの各単価と、前記セットメニューに含
まれる前記単品メニューの組合せとの情報を有するメニューマスタや入力されたメニュー
明細であるオーダデータを記憶する記憶部と、会計金額を算出する演算部と、これらを制
御するＰＯＳ制御部とを備え、前記ＰＯＳ制御部は、会計の対象となる前記オーダデータ
を受付け後、前記操作部が前記セットメニューの分割に係わる情報要求の操作を受付けた
時、前記記憶部の前記メニューマスタを参照し当該会計に含まれる前記セットメニューを
抽出し、抽出した前記セットメニューに含まれる前記単品メニューの単品メニュー単価を
取得し、前記演算部に同単品メニュー単価の合計や、その合計から前記セットメニューの
セットメニュー単価を減算した差額を算出させその算出結果を取得し、これら取得した情
報のうち少なくともセットメニュー単価とそのセットメニューに含まれる単品メニュー単
価合計の差額を前記印字部から出力することを特徴とするＰＯＳシステム。
【請求項２】
　前記ＰＯＳシステムは、前記印字部に代えて店員または顧客に情報表示する１つ以上の
表示部を備え、会計の対象となる前記オーダデータを受付け後、前記操作部が前記セット
メニューの分割に係わる情報要求の操作を受付けた時、取得した情報のうち少なくともセ
ットメニュー単価とそのセットメニューに含まれる単品メニュー単価合計の差額を前記表
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示部へ出力することを特徴とする、請求項１に記載のＰＯＳシステム。
 
【請求項３】
　前記ＰＯＳ制御部は、会計の対象となる前記オーダデータを受付け後、前記操作部が前
記セットメニューの分割を開始する操作を受付けた時、前記記憶部の前記メニューマスタ
を参照し当該会計に含まれる前記セットメニューを抽出し、前記表示部に分割可能なセッ
トメニューを表示し、かつ、前記操作部から分割可能な前記セットメニューが選択された
場合、前記記憶部の前記メニューマスタから選択された前記セットメニューに含まれる各
単品メニューとその単品メニュー単価を抽出し、選択された前記セットメニューと、抽出
した前記単品メニューとを入れ換え、その入れ換え結果を印字部又は表示部から出力する
ことを特徴とした請求項２に記載のＰＯＳシステム。
【請求項４】
　単品メニューの組合せからなるセットメニューを扱うことが可能なＰＯＳシステムにお
ける会計処理方法であって、前記会計処理方法は、前記セットメニューと前記単品メニュ
ーの各単価と、前記セットメニューに含まれる前記単品メニューの組合せとの情報を有す
るメニューマスタを読み出しメニュー明細中の前記セットメニューを抽出するステップと
、前記メニューマスタを参照し、前記セットメニューを各単品メニュー分割し、分割した
単品メニュー単価の合計の情報や、その合計から前記セットメニューのセットメニュー単
価を減算した差額の情報を取得するステップと、抽出した前記セットメニュー毎に取得し
た情報を出力するステップと、を備えたことを特徴とする会計処理方法。
【請求項５】
　単品メニューの組合せからなるセットメニューを扱うことが可能なＰＯＳシステムにお
ける会計処理方法であって、前記会計処理方法は、前記セットメニューと前記単品メニュ
ーの各単価と、前記セットメニューに含まれる前記単品メニューの組合せとの情報を有す
るメニューマスタを読み出し、メニュー明細中の前記セットメニューを抽出するステップ
と、抽出したメニューを分割可能なセットメニューとして出力するステップと、分割可能
なセットメニューが選択された時、選択された前記セットメニューに含まれる各単品メニ
ューとその単品メニュー単価を参照し、選択された前記セットメニューと、前記セットメ
ニューに含まれる前記単品メニューとを入れ換えるステップと、会計の合計金額を再計算
するステップと、メニューの入れ換え及び再計算の結果を出力するステップと、を備えた
ことを特徴とする会計処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レストランや居酒屋など後会計方式の飲食店等において、顧客の希望に応じ
たＰＯＳシステムでの会計処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
近年、飲食店等におけるメニューには複数の単品メニューを組合せ、各単品メニューの合
計金額よりも割安な価格で提供されるセットメニューがあり、顧客の来店ならびに注文意
欲を向上させる方法として広く活用されている。
【０００３】
このようなセットメニューに関わる会計の処理方法として、注文によって入力された単品
メニューを割安なセットメニューへと変換できるＰＯＳ端末のセットメニュー判別方法が
提案されている。（例えば、特許文献１参照）。また、飲食したメニューに応じて個別の
顧客毎に支払いを行ういわゆる個別割勘時に、メインメニューとして注文されたメニュー
を選択すると、メインメニュー単価に＋２００円など追加することで通常の単品メニュー
単価よりも割安に設定された単品メニューが自動的に選択される会計処理方法が提案され
ている。（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１１０１４２号公報（第４～６頁、図１）
【特許文献２】特開２０００－３３９５４１号公報（第６～８頁、図１２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
ところで、飲食店のうちレストラン、居酒屋などの業態では一般的に図１に示すようなＰ
ＯＳシステム１と各オーダリング機器で構成されるオーダリングシステム２が運用されて
いる。このシステムが運用される店舗では来店した顧客はまず店員から空席のテーブルへ
と誘導され、注文内容をテーブルに設置されたテーブル用オーダ端末５から顧客自身が入
力したり、携帯用オーダ端末６などを携帯する店員が顧客からオーダ内容を聞き取り入力
したりする。なおこれらの入力によって、複数人で構成される顧客のグループを「組」と
するシステム上の管理が開始される。そして各オーダ端末から入力されたオーダデータは
無線装置間のデータを送受信する無線ステーション４などを介して、組単位のオーダデー
タをオーダリングコントローラ３へ送信する。このオーダデータを受信したオーダリング
コントローラ３は、オーダデータを記憶すると共に、厨房などに配置されたオーダ用プリ
ンタ７から調理や配膳指示内容を、フロアなどに配置された同プリンタから各組用のゲス
ト伝票を印刷指示することで、オーダ入力、調理、配膳といったフロアとキッチンでの業
務を正確かつ効率的に行うことに役立てられている。
【０００６】
また、飲食を終えた顧客は会計カウンターへ伝票を持参すると、会計係の店員によってＰ
ＯＳシステム１へゲスト伝票に印字された伝票Ｎｏ．やテーブルＮｏ．を入力することで
オーダリングコントローラ３の全オーダデータから、当該顧客の組毎に飲食した分のオー
ダデータを呼出し、会計業務を正確かつ効率的に行うことに役立てられている。
【０００７】
このようなレストラン、居酒屋などの業態では、顧客が注文時には割安なセットメニュー
を選んでいても、注文したメニューが調理、配膳され、それらメニューを一通り飲食した
後に会計が行われることから、この注文から会計までの時間にある顧客が注文したセット
メニューに含まれる単品メニューを、同一組の異なる顧客が飲食するケースがあり、顧客
はその時点では未会計であるために、各顧客が飲食したメニュー毎に個別の割勘で支払い
たいと要求する場合があった。
【０００８】
このような顧客からの要求を受付けた会計係は、割安なセットメニューを単品メニューに
分割して支払わせる際、割高な各単品メニューの単価で計算するため支払い額の増加など
を顧客へ説明する義務が生じ、支払い額が増加したとしても各顧客が飲食したメニュー毎
に個別に割勘の支払いを要求する顧客に対しては、ＰＯＳシステムで呼び出したオーダデ
ータの中から当該セットメニューを削除し、削除したセットメニューに含まれる各単品メ
ニューを新たに追加した上で個別の割勘会計を行う必要があり、顧客への説明とＰＯＳシ
ステムの操作が煩雑となって会計処理に多大な時間を要してしまう問題があった。また
、会計係の説明や顧客の理解が不足した場合には顧客からのクレームに発展する虞があっ
た。
【０００９】
特許文献１のセットメニュー判別方法は主に対面販売方式のＰＯＳ端末で、注文によって
入力された単品メニューを割安なセットメニューへと変換するものであり、後会計方式で
生じる前述した問題を解決するものではない。また特許文献２の会計処理方法は、各顧客
が注文したメニュー毎に個別割勘での支払いを行う際に操作ミスの発生を防止できるもの
であるが、セットメニューを単品メニューに分割する際に生じる前述した問題を解決する
ものではない。
【００１０】
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本発明は以上述べた問題点を解決し、セットメニューを単品メニューに分割する際に生じ
る支払い額の変更内容について、会計係の説明が容易に行えるとともに顧客へ正確な情報
を提示するものである。また、なおも同支払い方法を求められた場合にも、会計係の負担
を軽減するとともに操作ミスの防止及び会計処理の効率化を図ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は上述の課題を解決するため、本発明の請求項１に記載の発明は、単品メニュー
の組合せからなるセットメニューを扱うことが可能なＰＯＳシステムにおいて、前記ＰＯ
Ｓシステムは、店員からの操作を受付ける操作部と、各種情報を印字する印字部と、前記
セットメニューと前記単品メニューの各単価と、前記セットメニューに含まれる前記単品
メニューの組合せとの情報を有するメニューマスタや入力されたメニュー明細であるオー
ダデータを記憶する記憶部と、会計金額を算出する演算部と、これらを制御するＰＯＳ制
御部とを備え、前記ＰＯＳ制御部は、会計の対象となる前記オーダデータを受付け後
、前記操作部が前記セットメニューの分割に係わる情報要求の操作を受付けた時、前記記
憶部の前記メニューマスタを参照し当該会計に含まれる前記セットメニューを抽出し、抽
出した前記セットメニューに含まれる前記単品メニューの単品メニュー単価を取得し、前
記演算部に同単品メニュー単価の合計や、その合計から前記セットメニューのセットメニ
ュー単価を減算した差額を算出させその算出結果を取得し、これら取得した情報のうち少
なくともセットメニュー単価とそのセットメニューに含まれる単品メニュー単価合計の差
額を前記印字部から出力することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の請求項２に記載の発明は、前記ＰＯＳシステムは、前記印字部に代えて
店員または顧客に情報表示する１つ以上の表示部を備え、会計の対象となる前記オーダデ
ータを受付け後、前記操作部が前記セットメニューの分割に係わる情報要求の操作を受付
けた時、取得した情報のうち少なくともセットメニュー単価とそのセットメニューに含ま
れる単品メニュー単価合計の差額を前記表示部へ出力することを特徴とする。
【００１３】
また、本発明の請求項３に記載の発明は、前記ＰＯＳ制御部は、会計の対象となる前記オ
ーダデータを受付け後、前記操作部が前記セットメニューの分割を開始する操作を受付け
た時、前記記憶部の前記メニューマスタを参照し当該会計に含まれる前記セットメニュー
を抽出し、前記表示部に分割可能なセットメニューを表示し、かつ、前記操作部から分割
可能な前記セットメニューが選択された場合、前記記憶部の前記メニューマスタから選択
された前記セットメニューに含まれる各単品メニューとその単品メニュー単価を抽出し
、選択された前記セットメニューと、抽出した前記単品メニューとを入れ換え、その入れ
換え結果を印字部又は表示部から出力することを特徴とする。
【００１４】
また、本発明の請求項４に記載の発明は、単品メニューの組合せからなるセットメニュー
を扱うことが可能なＰＯＳシステムにおける会計処理方法であって、前記会計処理方法は
、前記セットメニューと前記単品メニューの各単価と、前記セットメニューに含まれる前
記単品メニューの組合せとの情報を有するメニューマスタを読み出しメニュー明細中の前
記セットメニューを抽出するステップと、前記メニューマスタを参照し、前記セットメニ
ューを各単品メニュー分割し、分割した単品メニュー単価の合計の情報や、その合計から
前記セットメニューのセットメニュー単価を減算した差額の情報を取得するステップと
、抽出した前記セットメニュー毎に取得した情報を出力するステップと、を備えたことを
特徴とする。
【００１５】
また、本発明の請求項５に記載の発明は、単品メニューの組合せからなるセットメニュー
を扱うことが可能なＰＯＳシステムにおける会計処理方法であって、前記会計処理方法は
、前記セットメニューと前記単品メニューの各単価と、前記セットメニューに含まれる前
記単品メニューの組合せとの情報を有するメニューマスタを読み出し、メニュー明細中の
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前記セットメニューを抽出するステップと、抽出したメニューを分割可能なセットメニュ
ーとして出力するステップと、分割可能なセットメニューが選択された時、選択された前
記セットメニューに含まれる各単品メニューとその単品メニュー単価を参照し、選択され
た前記セットメニューと、前記セットメニューに含まれる前記単品メニューとを入れ換え
るステップと、会計の合計金額を再計算するステップと、メニューの入れ換え及び再計算
の結果を出力するステップと、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
以上の手段を用いることにより、本発明によるＰＯＳシステムおよびその会計処理方法に
よれば、会計係はセットメニューを単品メニューに分割した場合の構成や、各単品メニュ
ーの単価の知識が無くても顧客への説明を容易かつ正確に行うことができ、説明不足や顧
客の誤解によって生じるトラブルを低減することができる。また各顧客が注文したメニュ
ー毎に個別割勘での支払いを行う際にも、操作が容易となり操作ミスの防止や会計処理に
要する時間を短縮することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】飲食店のＰＯＳとオーダエントリーシステムの一例を示す説明図である。
【図２】本発明によるＰＯＳシステムの概略構成を示すブロック図である。
【図３】本発明によるオーダリングコントローラの概略構成を示すブロック図である。
【図４】本発明によるオーダリングコントローラのオーダデータを説明する説明図である
。
【図５】本発明によるＰＯＳシステムのメニューマスタを説明する説明図である。
【図６】本発明によるセットメニュー分割情報の印字例である。
【図７】本発明によるＰＯＳ制御部のセットメニュー分割情報のレポート出力処理を説明
するフローチャートである。
【図８】本発明によるＰＯＳ制御部のセットメニュー分割処理を説明するフローチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態を、添付図面に基づいた実施例として詳細に説明する。なお
、本発明は以下の実施形態に限定されることなく、本発明の主旨を逸脱しない範囲で種々
変形することが可能である。
【００１９】
　図２は、本発明によるＰＯＳシステムの概略構成を示すブロック図である。ＰＯＳシス
テム１は、有線や無線ネットワークを介してオーダリングコントローラ３との通信を行う
通信部１１と、会計係などの店員によってＰＯＳシステム１への入力が行われる操作部１
２と、オーダリングコントローラ３から呼出したオーダデータや、メニューマスタなどが
記憶される記憶部１３と、会計金額を算出する演算部１７と、顧客や店員にＰＯＳシステ
ム１で処理された情報を表示するディスプレイなどの表示部１４と、会計レシートや領収
証などを印刷するプリンタなどの印字部１５と、これらを制御するＰＯＳ制御部１６を備
えている。
【００２０】
なお、一般的な会計処理では、会計係が操作部１２から入力した対象顧客の組に相当する
伝票Ｎｏ．またはテーブルＮｏ．に応じてＰＯＳ制御部１６は通信部１１を介してオーダ
リングコントローラ３へオーダデータを要求し、オーダリングコントローラ３から受信し
た同オーダデータを記憶部１３へ記憶し、オーダデータ内容を表示部１４の店員用ディス
プレイや、合計金額を同表示部の顧客用ディスプレイへ表示する。そして、操作部１２か
らの値割引の入力や、支払い方法の入力などを受付ける。また、会計が成立した時には顧
客用のレシートを印字部１５のプリンタから印刷し、その会計データを当日の営業売上と
して記憶部１３へ記憶する。
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【００２１】
図３は、本発明によるオーダリングコントローラの概略構成を示すブロック図である。オ
ーダリングコントローラ３は、ＰＯＳシステム１や無線ステーション４、テーブル用オー
ダ端末５、携帯用オーダ端末６、オーダ用プリンタ７などの各オーダリング装置との通信
を行うＯＥＳ通信部３１と、オーダデータやメニューマスタなどを記憶するＯＥＳ記憶部
３２と、これらを制御するＯＥＳ制御部３３を備えている。
【００２２】
　なお、ＰＯＳシステム１からオーダデータの呼出し要求があった場合、ＯＥＳ通信部３
１を介して伝票Ｎｏ．またはテーブルＮｏ．が付加されたオーダデータの呼出し要求信号
を受信したＯＥＳ制御部３３は、ＯＥＳ記憶部３２から当該伝票Ｎｏ．またはテーブルＮ
ｏ．のオーダデータを収集し、ＯＥＳ通信部３１を介してＰＯＳシステム１へ当該オーダ
データを送信する。
【００２３】
図４は、本発明によるオーダリングコントローラのオーダデータを説明する説明図である
。テーブル用オーダ端末５や、携帯用オーダ端末６などのオーダ端末からオーダリングコ
ントローラ３が受信した顧客の注文情報は、店舗の客席毎に付番されたテーブルＮｏ．と
、伝票札毎に付番もしくはＯＥＳ制御部３３によって自動採番された伝票Ｎｏ．を主キー
として管理され、主キーが新規となるデータを受信した場合には新たなオーダデータとし
て、テーブルＮｏ．、伝票Ｎｏ．と、メニューＮｏ．、メニュー名、単価、数量のデータ
を記憶し、主キーが既に存在するデータを受信した場合には追加オーダとして、当該主キ
ーのオーダデータに受信したメニューＮｏ．、メニュー名、単価、数量のデータを追加し
記憶する。
【００２４】
なお、図４はＰＯＳシステム１から呼出し要求されるオーダデータの内容を簡易的に記し
たものであり、主キーを除く注文情報はメニューＮｏ．と数量のみオーダ端末から受信し
、メニュー名と、単価はＯＥＳ記憶部３２に記憶されたメニューマスタから取得し記憶す
る方法や、新規及び追加オーダ毎にオーダログデータを作成し、ＰＯＳシステム１などか
ら主キーのオーダデータの呼出し要求があった時、オーダログデータから当該主キーのオ
ーダデータを検索し集計する方法などもある。
【００２５】
図５は、本発明によるＰＯＳシステムのメニューマスタを説明する説明図である。メニュ
ーＮｏ．０００１～００１６はセットメニューであり、メニュー名の項目にはセットメニ
ュー名、単価の項目にはセットメニュー単価、子メニュー１以降の項目には当該セットメ
ニューを構成する単品メニューのメニューＮｏ．が記憶されている。
【００２６】
また、メニューＮｏ．００２１以降は単品メニューであり、メニュー名の項目には単品の
メニュー名、単価の項目には単品のメニュー単価が記憶されている。このうち、メニュー
Ｎｏ．０１０１以降はセットメニューの子メニューとしても提供されるメニューであるが
、ＰＯＳ制御部１６の売上データ管理の処理ではセットメニューとして選択されている場
合には、単品のメニュー単価を無視あるいは“０円”として、売上数量のみが集計される
。
【００２７】
なお、図５はＰＯＳシステム１が利用するメニューマスタの内容を簡易的に記したもので
あり、単品メニューとして提供するメニューをメインメニューマスタ、子メニューとして
も提供されるメニューをサブメニューマスタなどに分類し、別テーブルとして記憶及び処
理する方法などもある。
【００２８】
図６は、本発明によるセットメニュー分割情報の印字例であり、このセットメニュー分割
情報とは、会計係が顧客からセットメニューを単品メニューに分割し支払いを行いたい旨
の要請を受付けた際に、当該要求の処理を実施することによって生じる支払い金額の差な



(7) JP 5994429 B2 2016.9.21

10

20

30

40

50

どの情報を、会計係及び顧客が正確に把握するために印字部１５から出力するレポートで
あり、操作部１２から入力された伝票Ｎｏ．もしくはテーブルＮｏ．からＰＯＳ制御部１
６によってオーダリングコントローラ２から呼出されたオーダデータが存在する時に、会
計係が操作部１２に割当てられたセットメニュー分割情報のボタンなどを操作することで
、ＰＯＳ制御部１６がその要求を受付けて処理を実行する。
【００２９】
印字例（１）は、当該レポートの名称、対象会計の伝票Ｎｏ．、テーブルＮｏ．、会計係
の番号や予め登録された会計係の名前などがヘッダ項目として印字され、次の“対象セッ
トメニュー”の項目に、当該会計に含まれるセットメニューの名称とセットメニュー単価
の一覧が印字され、以降は対象セットメニュー毎の“商品明細”として、当該セットメニ
ューに含まれる単品メニューへと分割した際の単品メニュー名と、単品メニューの単価一
覧と、このメニュー一覧の次には、“分割時メニュー単価合計”の項目に当該単品メニュ
ーの単価合計の情報と、“（セットメニューとの差額）”の項目に当該単品メニューの単
価合計からセットメニュー単価を差し引いた差額の情報とが、対象のセットメニュー分印
字される。
【００３０】
このような、セットメニュー分割情報を出力することで、会計係は当該会計に含まれるセ
ットメニューの種類や分割時の単品メニュー及びその単価、単価合計の確認と計算などを
行うことなく顧客への説明が可能となる。また、顧客はこのレポートを見ることで分割を
行いたいセットメニューに応じて、どのように支払い金額が変わるかを把握することがで
きるため、短時間で正確な情報伝達が可能となる。
【００３１】
印字例（２）は、印字例（１）の印字項目とおおよそ同様であるが、顧客が求めるセット
メニューの分割内容をより確実に入手し、会計後に顧客からのクレームなどの問題へ発展
することを予防するために、セットメニュー名の部分に□のチェック欄とレポート下部に
署名欄を設け、顧客に分割したいセットメニューを選択させ、署名とともにその要求を会
計係が受付られるようにしたものである。
【００３２】
なお図６では、印字部１５からのレポート出力によって会計係と顧客へ必要とする情報を
提示する方法を説明したが、これに限るものではなく、ＰＯＳシステム１にこれらの情報
を表示することができるディスプレイが備わる場合には、表示部１４へその情報を表示さ
せても良い。
【００３３】
図７は、本発明によるＰＯＳ制御部のセットメニュー分割情報のレポート出力処理を説明
するフローチャートである。図７の処理が開始される条件としてＰＯＳシステム１は、操
作部１２から入力された対象顧客の組に相当する伝票Ｎｏ．またはテーブルＮｏ．に応じ
て、オーダリングコントローラ３から対象顧客のオーダデータを受信しているものとする
。なお、図７のフローチャートに記載のＳＴはステップを表し、これに続く数字はステッ
プ番号を、またＹはＹｅｓをＮはＮｏをそれぞれ表している。
【００３４】
ＰＯＳシステム１のＰＯＳ制御部１６は、会計呼出し後に操作部１２に割当てられたボタ
ンなどからセットメニューの分割に係わる情報要求の操作を受付けると、始めにセットメ
ニュー数用変数“Ｓ”に初期値０を、処理件数カウント用変数“ｎ”に初期値１を代入す
る（ＳＴ１）。次に、記憶部１３に記憶されているメニューマスタを読み出す（ＳＴ２）
。次に、読み出したメニューマスタを参照し、当該会計の全メニュー明細のうちセットメ
ニューのみを抽出する（ＳＴ３）。そしてセットメニューが抽出されたか否かを確認する
（ＳＴ４）。
【００３５】
ＰＯＳ制御部１６はＳＴ４において、セットメニューが抽出された場合（ＳＴ４－Ｙ）
、抽出されたセットメニュー数をセットメニュー数用変数“Ｓ”に代入する（ＳＴ５）。
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次に、処理件数カウント用変数“ｎ”件目のセットメニューのメニューマスタを参照する
ことで各単品メニューの単価を取得するとともにセットメニューを各単品メニューに分割
し、演算部１７で分割した単品メニューの単価合計と、その単価合計と元のセットメニュ
ーとの差額を計算させ、取得した計算結果データなどを記憶部１３のメモリなどへ記憶す
る（ＳＴ６）。次に、セットメニュー数用変数“Ｓ”が処理件数カウンター用変数“ｎ”
と等しいか否かを確認する（ＳＴ７）。
【００３６】
ＰＯＳ制御部１６はＳＴ７において、セットメニュー数用変数“Ｓ”が処理件数カウンタ
ー用変数“ｎ”と等しい場合（ＳＴ７－Ｙ）、記憶部１３のメモリなどへ記憶されたセッ
トメニュー毎に取得したデータを印字部１５からセットメニュー分割レポートとして出力
する（ＳＴ８）。そして、セットメニュー分割レポートの処理を終了する。
【００３７】
一方、ＰＯＳ制御部１６はＳＴ４において、セットメニューが抽出されなかった場合（Ｓ
Ｔ４－Ｎ）、表示部１４へ当該会計内にセットメニューが存在しないことを表示する（Ｓ
Ｔ９）。また、ＳＴ７において、セットメニュー数用変数“Ｓ”が処理件数カウント用変
数“ｎ”と等しくない場合（ＳＴ７－Ｎ）、処理件数カウント用変数“ｎ”に１を加算す
る（ＳＴ１０）。そして、ＳＴ６へジャンプする。
【００３８】
図８は、本発明によるＰＯＳ制御部のセットメニュー分割処理を説明するフローチャート
である。この処理は図７のセットメニュー分割情報によって割高な支払いとなる事を確認
した顧客が、なおもセットメニュー分割を要求した際にその会計を行うために実施するセ
ットメニューに含まれる各単品メニューへの入れ換え処理であり、図８の処理が開始され
る条件としてＰＯＳシステム１は、操作部１２から入力された対象顧客の組に相当する伝
票Ｎｏ．またはテーブルＮｏ．に応じて、オーダリングコントローラ３から対象顧客のオ
ーダデータを受信しているものとする。なお、図８のフローチャートに記載のＳＴはステ
ップを表し、これに続く数字はステップ番号を、またＹはＹｅｓをＮはＮｏをそれぞれ表
している。
【００３９】
ＰＯＳシステム１のＰＯＳ制御部１６は、会計呼出し後に操作部１２に割当てられたボタ
ンなどからセットメニューの分割処理を開始する操作を受付けると、記憶部１３に記憶さ
れているメニューマスタを読み出す（ＳＴ２１）。次に、読み出したメニューマスタを参
照し、当該会計の全メニュー明細に含まれるセットメニューを抽出する（ＳＴ２２）。次
に、抽出したセットメニューを分割可能なメニューとして表示部１４へ出力する（ＳＴ２
３）。次に、操作部１２から分割可能なメニューすなわちセットメニューが選択されたか
否かを確認する（ＳＴ２４）。
【００４０】
ＰＯＳ制御部１６はＳＴ２４において、セットメニューが選択された場合（ＳＴ２４－Ｙ
）、メニューマスタを参照し選択されたセットメニューに含まれる各単品メニューを抽出
し、選択されたセットメニューと抽出した各単品メニューを入れ換える（ＳＴ２５）。次
に、当該会計の合計金額を再計算する（ＳＴ２６）。次に、再計算した当該会計の合計金
額を表示部１４や印字部１５から出力する（ＳＴ２７）。そしてＳＴ２４へジャンプする
。一方、ＰＯＳ制御部１６はＳＴ２４において、セットメニューが選択されていない場合
（ＳＴ２４－Ｎ）、セットメニュー分割処理を終了する。
【符号の説明】
【００４１】
１　　ＰＯＳシステム
２　　オーダリングシステム
３　　オーダリングコントローラ
４　　無線ステーション
５　　テーブル用オーダ端末
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６　　携帯用オーダ端末
７　　オーダ用プリンタ
１１　通信部
１２　操作部
１３　記憶部
１４　表示部
１５　印字部
１６　ＰＯＳ制御部
１７　演算部
３１　ＯＥＳ通信部
３２　ＯＥＳ記憶部
３３　ＯＥＳ制御部
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図１】 【図２】

【図３】
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